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数名の物性物理学史研究志向者と語らい ｢広根先生の話を聞く会｣ を企画した｡ 10月
5日の午後にもたれたその会の席上,私は前記疑問点にっいて,直接広根に問いただし
た｡ 広根 -彦坂論文の発信 ･受理 ･雑誌発行の日付などをうなづきながら聞いていた広
根は,次のような答をした｡ 私の疑問はたちどころに氷解した｡











































































295-355. - 犬井鉄郎,『会誌』 6,No.1(1932,7月)100-107.30)
4･ P･S･Epstein:"強磁性ならびにそれに関連した電子論の問題について',Phys･





































































『物性研究』誌上 (4(1965)223)で ｢当時 (物性研発足前のある時期 一引用者),
物性研究のメッカは金研で,群雄がそろい,低温その他の設備もととのい,羨やまし





てである｡ 大阪支部常会としての記事は 『数物会誌』 17(1943)No.6(6月号),




















































ある (『理研桑報』 8(1929)NalO(10月)869参照｡なお同誌 9(1930)
Nal(1月)55-68に仁科芳雄が講演の一部の要旨を紹介している)｡完全な記録








































































22) 1976年 10月5日,山形大学においてひらかれた ｢広根先生の話を聞く会｣
23) 1976年 10月25日に,東京で広根と会う機会があり,そこで広根の卒業後理研本

























が編集者の側にあったのか, 『会誌』 8(1934)Na12(12月) 467-498 には
武藤俊之助による綜合報告 ｢強磁性結晶の量子理論｣が掲載されている034)ここでは
Ewing,Weiss,Ewing理論との関連において本多 ･大久保,等 の理論にふれたのち,








































































わたって掲載されており,末尾に "昭和 3年 4月理化学研究所にて" と記 されてい
る｡その講義をききに行った記憶が,犬井と小谷にはある｡ 犬井と小谷によれば,
｢杉浦が帰ってきて,量子力学の概要の紹介をやった,その時にその講演会を聞きに
犬井と小谷は一緒に行った｡そして,その講義が 『会誌』に出た｡その時に寺沢先生
が,6-函数なんてものtj:怪しからんと大分言われた｣そうである (1977.6.15,
勝木のインタビューにこたえて,東京で)0 『数物会誌』の発行が6月なので,杉浦
の講義が1928年 6月以前におこなわれたことは確かだといえそうである｡ (これは
註 8-の誌である)0
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